
精神専門

問 題

◎ 指示があるまで開かないでください。

一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟

平成３０年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験



注 意 事 項

１ 試験時間等

専門科目の試験問題数は８０問で，解答時間は２時間２０分です。

２ 解答用紙への氏名等の記入

はじめに，解答用紙に学校名，氏名を記入してください。次に，右側の一番上の欄に受験

番号を記入し，その下のマークシートの欄には，受験番号の英字及び数字に対応する○を，

次表の例にならって塗りつぶしてください。

（例） 受験番号 １６Ａ０１２－３４５６Ｈ の場合

３ 解答方法

� 出題形式は五肢択一を基本とする多肢選択形式となっています。各問題には１から５ま

で５つの答えがありますので，そのうち，問題に対応した答えを〔例１〕では１つ，〔例

２〕では２つを選び，解答用紙に解答してください。

〔例１〕 問題 ２０１ 次のうち，県庁所在地として，正しいものを１つ選びなさい。

１ 函館市

２ 郡山市

３ 横浜市

４ 米子市

５ 北九州市

正答は「３」ですので，解答用紙の

問題 ２０１ １ ２ ３ ４ ５ のうち，３ を塗りつぶして，

問題 ２０１ １ ２ ４ ５ としてください。

平成３０年度
社 会 福 祉 士
精神保健福祉士全国統一模擬試験

（精神専門）解答用紙

学校名 ソーシャルワーク大学

氏 名 ソ 教 連 子

（注意） この場合，０も必ず塗りつぶしてください。
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１ ６ Ａ ０ １ ２ － ３ ４ ５ ６ Ｈ
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〔例２〕 問題 ２０２ 次のうち，首都として，正しいものを２つ選びなさい。

１ シドニー

２ ブエノスアイレス

３ 上海

４ ニューヨーク

５ パリ

正答は「２と５」ですので，解答用紙の

問題 ２０２ １ ２ ３ ４ ５ のうち，２ ５ を塗りつぶして，

問題 ２０２ １ ３ ４ としてください。

� 採点は，光学式読取装置によって行います。解答は，鉛筆を使用し， の外にはみ

ださないように濃く塗りつぶしてください。なお，シャープペンシルは問題ありません

が，ボールペンは使用できません。

良い解答の例………

悪い解答の例……… （解答したことになりません）

� 一度解答したところを訂正する場合は，消しゴムで消し残りのないように完全に消して

ください。鉛筆の跡が残ったり， のような消し方などをした場合は，訂正したこと

になりませんので注意してください。

� 〔例１〕の問題に２つ以上解答した場合は，誤りになります。〔例２〕の問題に１つ又は

３つ以上解答した場合は，誤りになります。

� 解答用紙は，折り曲げたり，チェックやメモなどで汚したりしないように特に注意して

ください。

４ その他の注意事項

� 印刷不良や落丁があった場合は，手を挙げて試験監督員に連絡してください。

� 問題の内容についての質問には，一切お答えできません。

� 試験終了後，この試験問題はお持ち帰りください。

� この試験問題は，複製，譲渡，電子記録媒体への記録・転載等を固く禁じます。



精神疾患とその治療

問題 ８４ 脳の障害部位とその症状に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 後頭葉が障害されると，企図振戦，失調歩行，回転性めまいなどの症状が現れ

る。

２ ブローカ中枢が障害されると，言語の理解が困難になる。

３ 両側の後頭葉が障害されると，視覚認知の障害が現れる。

４ 優位半球の側頭葉が障害されると，言語表出の障害が現れる。

５ 視床が障害されると，自律神経系の調節が困難となる。

問題 ８５ 薬物依存に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 薬物依存は，ICD―１０では「物質関連障害および嗜癖性障害群」に分類される。

２ 依存症候群では，物質使用への強い渇望と幻覚妄想の出現が必須である。

３ 精神依存とは，薬物を「精神的」又は「身体的」にやめられなくなる状態のこと

である。

４ 覚醒剤使用による薬物依存は，ICD―１０の「カフェインおよび他の精神刺激薬使

用による精神および行動の障害」に分類される。

５ 薬物依存に伴う精神および行動の障害は，ICD―１０ではF６群に分類される。
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問題 ８６ 統合失調症に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 幻聴は，みられない。

２ 重症の場合には，無意味な言葉を羅列する「言葉のサラダ」と呼ばれる状態にな

る。

３ 自我障害として，自分の考えや行動が自分のものであるという能動意識が障害さ

れる。

４ 急性期には，病識はあることが多い。

５ 緩徐に発症したほうが，急性発症より予後がよい。

問題 ８７ 精神疾患と症状に関する次の組合せのうち，最も適切なものを１つ選びな

さい。

１ 認知症 希死念慮

２ 統合失調症 見当識障害

３ 躁病 観念奔逸

４ うつ病 予期不安

５ パニック症（パニック障害） 幻聴
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問題 ８８ Ａさん（２３歳，男性）は，大学を卒業した後，銀行に勤め１年が経過した。

その頃より不眠やいらだちなどの精神不調をきたすようになり，仕事が思うように

できなくなってきた。そんなある日，職場で突然「自分は神の子だ」と言い出し，

周囲を驚かせた。

次のうち，このときのＡさんの症状として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 関係妄想

２ 注察妄想

３ 妄想気分

４ 妄想着想

５ 妄想知覚

問題 ８９ 検査に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 認知症の診断には，ウェクスラー式知能検査でIQ値を確定する必要がある。

２ MRIでは，脳血流の状態が可視化され，認知症の診断に用いられる。

３ SPECTでは，脳実質の萎縮が可視化され，認知症の診断に用いられる。

４ 抑うつ気分を症状とする疾患において，CTやMRIで異常が認められることがあ

る。

５ 改訂長谷川式簡易知能評価スケールは，睡眠障害の評価に用いられる。
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問題 ９０ 統合失調症に対する薬物（抗精神病薬）療法に関する次の記述のうち，正

しいものを２つ選びなさい。

１ アドヒアランス向上のため，薬物に関する情報を十分に提供すべきである。

２ 定型抗精神病薬では，１年以上薬物を使用してから起こる副作用として，眼球が

上転するジストニアの発作がある。

３ 非定型抗精神病薬では，原則として，副作用を抑制する抗コリン剤などの薬物を

併用する。

４ 陽性症状が治まれば，副作用の発現を避けるため速やかに薬物を中止する。

５ 副作用の兆候を認めない場合でも，薬物を使用している間は定期的に血液検査を

行う必要がある。

問題 ９１ 次のうち，うつ病への実証的な効果が認められており，我が国でも一般的

に用いられている治療法として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 認知行動療法

２ 社会生活技能訓練（SST）

３ 心理教育

４ 精神分析療法

５ 自律訓練法
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問題 ９２ 精神保健福祉の動向に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 精神病床の利用率は，２０１０年（平成２２年）以降増加傾向にある。

２ 入院形態別入院患者数において，医療保護入院の割合は２０１１年（平成２３年）以降

減り続けている。

３ 精神障害者保健福祉手帳の所持者数は，２０１１年（平成２３年）以降増加傾向にある。

４ 疾患別精神障害者数で最も多いのは，統合失調症である。

５ ２０１４年（平成２６年）のアルコール使用（飲酒）による精神及び行動の障害におけ

る患者数は，２０１１年（平成２３年）と比べ減少している。

問題 ９３ 次のうち，２０１３年（平成２５年）の「精神保健福祉法」の改正に伴って，医

療保護入院を行うために精神科病院の管理者に新たに課せられることになった義務

として，正しいものを１つ選びなさい。

１ 社会復帰調整官の配置

２ 市町村との連携体制の整備

３ 医療保護入院者退院支援委員会の設置

４ 精神保健指定医２名以上による診察

５ 退院請求や処遇改善請求を行うための窓口の設置

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。

― 5 ―



精神保健の課題と支援

問題 ９４ 老年期における精神保健に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 老年期は，ほかの年代に比べて仕事や家庭でのストレスを体験しやすく，うつ病

の好発年齢とされている。

２ 老年期では，視力や聴力など身体機能全般の低下を通して，身体の老化を自覚し

ていくが，精神機能の老化が自覚されることはない。

３ 老年期における家庭は，子どもが自立していく時期であり，主婦の中には「空の

巣症候群」がみられる人も多い。

４ ２０１７年（平成２９年）中における年齢階級別の自殺者数は，６０歳代，７０歳代，８０歳

代以上において，前年より減少した。

５ ２０１２年（平成２４年）の「健康日本２１（第二次）」では，積極的に介護保険サービ

スの利用者を増やす目標が盛り込まれた。

問題 ９５ 児童虐待に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ ２０１６年度（平成２８年度）の全国児童相談所での児童虐待相談の内容別件数は，身

体的虐待の割合が最も多く，次に心理的虐待の割合が多い。

２ 「児童虐待防止法」で定義された児童虐待の対象は，乳幼児と小学生である。

３ 児童が同居する家庭における配偶者やその他の家族などに対する暴力や暴言は，

「児童虐待防止法」では身体的虐待に該当する。

４ 虐待を受けたと思われる児童を発見した者は，児童相談所に通告することが義務

づけられている。

５ 子育て世代包括支援センターには，主に妊産婦等を対象にした児童虐待の発生予

防のための策を講じることが義務づけられている。

（注） 「児童虐待防止法」とは，「児童虐待の防止等に関する法律」のことである。
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問題 ９６ ストレスチェック制度に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ ストレスチェック制度は，労働者の時間外労働などの物理的な負担の程度を把握

するための検査である。

２ 労働者数５０人以上の事業場は，常時雇用の労働者に対して，年に１回ストレス

チェックを実施することが義務づけられている。

３ 高ストレス者に該当する労働者には，医師による面接指導を行うことが事業者の

義務である。

４ ストレスチェックは，衛生管理者が実施する。

５ 事業者がストレスチェックに用いる調査票として，「職業性ストレス簡易調査

票」が義務づけられている。

問題 ９７ 不登校児童に対するスクールソーシャルワーカーの支援に関する次の記述

のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ 家族との面接で知り得た情報は，学校には伝えず，守秘義務を徹底する。

２ 児童は判断力が不十分なため，家族の気持ちや希望を優先する。

３ まず，本人及び家族との信頼関係を築くことが大切である。

４ 不登校により学習する機会が奪われていることから，学習指導を行う。

５ いじめがある場合，いじめている人を特定し，いじめている人の臨床心理アセス

メントを行う。
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問題 ９８ ２０１７年（平成２９年）７月２５日に閣議決定された「自殺総合対策大綱」に関

する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 基本理念では，自殺対策として困難な状況においても折れない心をもつことが生

きることの促進要因を増やすとしている。

２ 自殺総合対策の基本方針として，自殺対策の個別の施策は，対人支援・地域連

携・社会制度・予防対策の４つのレベルに分けて総合的に推進するものとする。

３ 地域レベルの実践的な取り組みへの支援を強化するため，地方公共団体は地域自

殺対策計画策定の支援を行うことが責務である。

４ 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐため，子どもや若者に特定した居場所づくり

との連動による支援が推進された。

５ 勤務問題による自殺対策のため，厚生労働省は「働き方改革実行計画」を踏まえ

て，長時間労働を是正し，違反には罰則を科すことになった。

問題 ９９ ひきこもり地域支援センターに関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ 実施主体は，市町村である。

２ 内閣府によるひきこもり対策推進事業に基づいて設置された。

３ ひきこもり支援コーディネーターとして，社会福祉士と精神保健福祉士の配置が

義務づけられている。

４ 成人期のひきこもり地域支援センターは，ひきこもりの状態にある１８歳以上の本

人又は家族等を支援の対象とする。

５ ３６５日２４時間体制で運営される。
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問題 １００ アルコール健康障害に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ アルコール健康障害とは，不適切な飲酒の影響に関連した身体疾患のことをい

う。

２ アルコール健康障害の原因となる不適切な飲酒に未成年の飲酒は含まれない。

３ アルコール健康障害対策基本法の施行により，アルコール関連問題啓発週間が設

けられた。

４ 都道府県には，アルコール健康障害対策推進計画の策定が義務づけられている。

５ アルコール健康障害対策推進会議は，専門家，当事者等の委員で構成され，厚生

労働大臣が任命する。

問題 １０１ 自殺予防や対策に関する用語の説明として，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ プリベンションとは，あらかじめ自殺の原因の除去や教育によって，自殺が起き

るのを予防することである。

２ インターベンションとは，自殺の可能性を予見し，そうならないようにあらかじ

めアセスメントとプラニングをする一連の支援である。

３ ポストベンションとは，自殺の死因を明確にして，社会的な対策を立てることで

ある。

４ ゲートキーパーとは，悩んでいる人に気づき，声をかけ，話を聞いて，必要な支

援につなげ，見守る人を意味する。

５ メンタルヘルス・ファーストエイド（MFA）は，自殺予防に特化した教育プロ

グラムである。
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問題 １０２ 精神障害者のセルフヘルプグループに関する記述として，正しいものを

１つ選びなさい。

１ 起源は，統合失調症を発症した人たちの患者会とされる。

２ 専門家によって発足するものもある。

３ 認知機能に影響のない精神障害者たちの活動の場となっている。

４ 専門家との距離を保つグループを指し，専門家と協働するグループはセルフヘル

プグループとはいえない。

５ リカバリーの概念は，１９７０年代にアメリカの精神障害者のセルフヘルプグループ

が主に推進し，その後，国際的に発展した。

問題 １０３ 世界保健機関（WHO）によるメンタルヘルスに関する取り組みの記述と

して，正しいものを２つ選びなさい。

１ メンタルヘルスアクションプラン２０１３－２０２０と精神保健の格差に関する行動プロ

グラム（mhGAP）は，ともに発展途上国の支援を念頭においたものである。

２ メンタルヘルスアクションプラン２０１３－２０２０において，「世界的目標」として具

体的な到達目標が示されている。

３ mhGAPは，うつ病や統合失調症など，優先して取り組むべき疾患・状態を掲げ

ている。

４ mhGAPにおける専門家の役割は，主に精神科医や看護師などによる精神疾患の

患者への直接的な治療の提供である。

５ WHOの「自殺を予防する世界の優先課題」は，自殺企図の当事者及びその家族

を対象として詳細な予防スキルを示すことを目的としている。
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精神保健福祉相談援助の基盤

問題 １０４ 精神保健福祉士法に規定されている精神保健福祉士の義務等に関するも

のとして，正しいものを１つ選びなさい。

１ 社会の多様なニーズに対応し業務の内容が変化するため，更新研修を受講しなけ

ればならない。

２ 精神障害者に主治医がいるときは，その指示を受ける義務がある。

３ 精神保健福祉士でない者は，精神保健福祉士の業務を行ってはならない。

４ 精神障害者の立場に立って，誠実に業務を行わなければならない。

５ 精神保健福祉士としての退職後は，秘密保持義務が免責される。

問題 １０５ 精神保健福祉士の倫理綱領の「倫理基準」に関する次の記述のうち，正

しいものを２つ選びなさい。

１ クライエントが自己決定できない場合は，精神保健福祉士がクライエントに代

わって積極的に決定していくことが定められている。

２ 業務についてクライエントから批判されても，専門職として自分の考えを優先す

るように定められている。

３ 専門職としての価値・理論に基づく実践の向上に努め，継続的に研修や教育に参

加しなければならないことが定められている。

４ 所属機関等が，クライエントの人権を尊重し，業務の改善が必要な際には，適切

な方法により機関に対し提言し，改善を図ることが定められている。

５ 専門職としての価値・理論・実践をもって，地域及び社会の活動を指導し，社会

の変革と精神保健福祉の向上に貢献することが定められている。
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問題 １０６ 精神保健福祉士，認定社会福祉士の認定制度に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉士が認定精神保健福祉士となるには，厚生労働大臣が定める研修会

を受けなければならない。

２ 認定社会福祉士の認定申請では，社会福祉士資格取得後，相談援助実務経験が５

年以上あり，そのうち申請する分野での相談援助実務経験が２年以上あることが要

件となっている。

３ 認定社会福祉士の登録機関は，厚生労働省である。

４ 精神保健福祉士がストレスチェックの実施者になるには，公益社団法人日本精神

保健福祉士協会が実施する講習会を受講しなければならない。

５ 認定社会福祉士は，所属組織の分野のみならず，あらゆる分野における高度な専

門性を発揮できる能力を有する者として位置づけられている。

問題 １０７ ソーシャルワークの形成過程に関する次の記述のうち，正しいものを１

つ選びなさい。

１ ジャーメイン（Germain, C. B.）は，エコロジカルアプローチを提唱し，その視

点は生活モデルに取り入れられた。

２ リッチモンド（Richmond, M. E.）は，ソーシャルワークの基本的な前提を「心

理社会的過程」と表現し，社会的な側面にも注意を払うことの重要性を提唱した。

３ パールマン（Perlman, H. H.）は，機能的アプローチについて，ワーカーとクラ

イエントの関係を「機関の機能」という枠組みの中で位置づけた。

４ ハミルトン（Hamilton, G.）は，ソーシャルワークを，社会的証拠の収集→比較・

推論→社会的診断という一連の過程として規定した。

５ タフト（Taft, J.）は，問題解決アプローチを理論化し，問題解決に取り組む利用

者の力を「ワーカビリティ」と表現した。
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問題 １０８ Ｂさん（４０歳，男性）は，２０年前に統合失調症を発症し，それを機に勤

めていた会社を退職し，その後１０年間は，数か月から１年間ほどの入退院を繰り返

してきた。退院後は薬を自己管理しながら病院のデイケアを利用し，福祉的就労が

できるまでに回復していた。しかし，デイケアでの人間関係に負荷を感じるように

なり，自分で服薬管理ができなくなったほか，生活が大きく乱れ，体調を崩したた

め，数年ぶりの入院となった。Ｂさんは時折，主治医や病院スタッフに退院への思

いを語る一方で，退院することへの不安も大きく，自分の思いを整理できないでい

たことからＣ精神保健福祉士が支援を行うこととなった。

次の記述のうち，Ｃ精神保健福祉士が行うＢさんへの支援として，最も適切なも

のを１つ選びなさい。

１ Ｂさんのこれまでの生活について，一緒に振り返る機会をもつ。

２ Ｂさんがストレングスを身につけることができるようはたらきかける。

３ Ｂさんは自分の思いを整理できていないため，支援の方向性や内容を決める。

４ Ｂさんに，入院前において何ができなくなったのか思い出してもらい，支援計画

を立てる。

５ Ｂさんの環境のストレングスに着目した上で精神保健福祉にかかわる資源を優先

的に活用していく。
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問題 １０９ ソーシャルインクルージョンに関する次の記述について，正しいものを

２つ選びなさい。

１ 社会福祉組織や機関における団体の組織運営，管理方法，国や地方自治体におけ

る社会保障政策に関連する制度の運営管理を指す。

２ 社会福祉士の倫理綱領で，社会に対する倫理責任の１つとされている。

３ 国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）のソーシャルワークのグローバル定義で

は，必ずしも必要ではないことを明記している。

４ 日本で議論されるようになったのは，「これからの精神保健医療福祉のあり方に

関する検討会報告書」以降である。

５ 近年では社会の多様化に伴い，高齢者や単身世帯，外国籍の人などを含めたソー

シャルインクルージョンが目指されている。

問題 １１０ 精神保健福祉士の役割に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選び

なさい。

１ 精神保健福祉士は，長期入院や社会的入院をしている精神障害者の社会復帰を推

進する職種として誕生した。

２ ソーシャルワークに共通する活動の中で，今後の精神保健福祉士に求められる活

動としてソーシャルアクションがあげられる。

３ 「障害者総合支援法」や発達障害者支援法などの成立により，重複障害のある人

などの支援が充実し，精神保健福祉士の役割は縮小されつつある。

４ 医療機関に所属する精神保健福祉士は，医療チームの一員として他の専門職の指

導を受けながら，精神障害者の相談支援を行う。

５ 精神保健福祉士には「秘密保持」の義務があるが，クライエントの不利益になら

なければ，他の機関や専門職との情報共有について，本人の同意は必要ではない。

（注） 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律」のことである。
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問題 １１１ 精神保健福祉にかかわる専門職の役割に関する次の記述のうち，正しい

ものを１つ選びなさい。

１ 相談支援専門員は，サービス等利用計画の作成，サービス利用にかかる他機関や

サービス事業者との連絡調整等を行う専門職であり，国家資格である。

２ 児童福祉司は，児童福祉に関する専門職として，「精神保健福祉法」で規定され

ている。

３ 精神保健福祉相談員は，心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の生活環

境の調査や調整，精神保健観察などを行う者とされている。

４ 公認心理師は，保健医療，福祉，教育等の分野において，医師の指導のもと，心

理に関する相談に応じ，助言，指導その他の援助を行う専門職である。

５ 近年，教育現場でのいじめや不登校，虐待や貧困による経済的不平等などにより

スクールソーシャルワーカーに対する期待が高まっている。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １１２ Ｄさん（４６歳，男性）は，１５年前に職場のいじめがきっかけで，退職し

た。その後，次第に元同僚の声で悪口が聞こえる，監視されていると訴えるように

なり，両親に連れられ精神科を受診した。その結果，統合失調症と診断され，入院

となった。その後，退院するも服薬中断や症状悪化などにより入退院を繰り返し，

現在は任意入院であるものの長期入院中である。今回，症状も落ち着き，主治医よ

り退院可能と言われ，退院後の生活についてＥ精神保健福祉士に相談するよう勧め

られた。

Ｄさんの両親はすでに亡くなっており，退院後は単身生活となるため，Ｄさんは

福祉サービスの利用や日常的な金銭管理等に不安を抱いている。

次の記述のうち，権利擁護に基づくＥ精神保健福祉士の支援として，最も適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 現在の状況でＤさんの入院を継続するのはよくないため，１日も早く退院させ

る。

２ Ｄさんの退院後の生活不安を軽減するために，日常生活自立支援事業に関する情

報提供を行う。

３ 主治医にＤさんに対する合理的配慮を求める。

４ 現在のＤさんの入院治療の必要性について，精神医療審査会で審議してもらう。

５ Ｄさんの退院後生活環境相談員と協働しながら，退院支援を行う。
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１１３から問題１１５までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（３４歳，女性）は，定年退職をした両親との３人暮らしである。Ｆさんは

大学卒業後，商社の事務員として配属された。１０年後，会社の方針で営業部門に異

動となった。元々人見知りであったＦさんは，慣れない営業の仕事で心身ともに疲

れ果て，仕事のストレスを発散するために，営業の途中で，ゲームセンターへ立ち

寄るようになった。最初は気分転換のつもりであったが，次第にやめられなくな

り，得意先と約束した訪問時間に遅刻を繰り返すようになった。このことが会社に

発覚し，退職を余儀なくされた。

Ｆさんは退職後もゲームセンター通いがやめられず，さらにパチンコや競馬へと

エスカレートした。大声を出して両親にお金をせがんだり，自分の洋服やアクセサ

リーを売って，換金するなどの行動が頻繁になった。就職活動を全くしようとしな

いＦさんを見て，将来を心配した両親が保健所へ相談に訪れた。Ｇ精神保健福祉相

談員（精神保健福祉士）（以下「Ｇ相談員」という。）が相談に応じ，今後の対応に

ついて検討した。（問題１１３）

初回面接後，両親の説得もあり，Ｆさんは専門の精神科クリニックを受診した。

ギャンブル依存症と診断され，Ｆさん自身，今後どうしたらよいかわからず不安に

なり，両親とともに，Ｇ相談員のもとを訪れた。Ｇ相談員は，Ｆさんの希望や不安

を丁寧に聴いた上で，セルフヘルプグループを紹介した。（問題１１４）

その後，ＦさんはＧ相談員から紹介を受けたグループでの活動を通じて，同じ悩

みを抱える仲間との交流が生まれた。また，Ｇ相談員は，Ｆさんや両親との定期的

な面接の中で，「自分たちの経験を通じて，依存症という病気を初めて知った」と

聞き，地域へ向けた普及啓発の必要性を感じた。そこで，地域住民に依存症につい

て知ってもらう機会として，ワークショップを開催することにした。その中で，

「よかれと思って手助けしたことが，依存症の病状を維持させてしまうので注意が

必要である」「その人なりのストレス対処法を見つけて，新しい生き方を構築する

ことが大切である」といったメッセージを伝えた。（問題１１５）
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問題 １１３ この時点のＧ相談員のＦさんの両親に対する声かけとして，最も適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 「Ｆさんとならお話を伺いますので，お連れくださいますか」

２ 「家族会もありますので，そちらで相談されてはどうですか」

３ 「Ｆさんは依存症の可能性がありますので，受診が必要ですね」

４ 「Ｆさんの状況には，ご両親の養育方針が影響していますね」

５ 「こちらでは相談だけでなく，ご本人や地域に向けたさまざまな活動を行ってい

ます」

問題 １１４ Ｇ相談員が紹介した社会資源として，適切なものを１つ選びなさい。

１ ナルコティクス・アノニマス（NA）

２ アルコホーリクス・アノニマス（AA）

３ オーバーイーターズ・アノニマス（OA）

４ ギャンブラーズ・アノニマス（GA）

５ セクサホーリクス・アノニマス（SA）

問題 １１５ Ｇ相談員がワークショップで伝えたメッセージを表すキーワードとして，

正しいものを２つ選びなさい。

１ ソーシャルインクルージョン

２ パターナリズム

３ イネイブラー

４ レジリエンス

５ リカバリー
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１１６から問題１１８までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｈさん（４２歳，女性）は大学を卒業後，一般企業に勤務していたが，数年前に突

然職場で発作を起こした。パニック障害と診断され，通院しながら数か月間は何と

か仕事を続けていたが，また発作が起きるのではないかという不安から出勤するこ

とができなくなり，退職を余儀なくされた。現在は自宅近くでアルバイトをしなが

ら，母親（７７歳）と２人で生活している。ほとんどの家事はＨさんが担当している。

今でもパニック発作が起きる不安があるものの，近くに住んでいる妹が良き相談相

手となっている。

母親は５年ほど前から物忘れをするようになったが，生活上，特に問題になるこ

ともなかったため，Ｈさんも妹も年齢相応のものと考えていた。しかし，ここ数年

で食事をしたことも忘れてしまうほど母親の物忘れがひどくなった。Ｈさんはその

ような母親にイライラし，言い争いになり，時間がたつと後悔で気分が落ち込み，

家事も手につかなくなっていた。そこで，Ｈさんは通院しているクリニックのＪ精

神保健福祉士にそのことを話した。（問題１１６）

その後，母親は専門医の診察を受け，認知症と診断された。Ｈさんは，今後，母

親との生活を考えると不安になった。しかし，妹は子育て中であり，あまり負担を

かけられないので，何とか自分が頑張らなくてはならないと考え，ますます不安が

募り，Ｈさんは母親の介護についてＪ精神保健福祉士に相談した。（問題１１７）

要介護認定を受けた母親は，担当のケアマネジャーも決まり，週１回ずつホーム

ヘルプサービスとデイサービスを利用することとなった。母親と２人だけで過ごす

時間が減り，Ｈさんは，母親に対してイライラすることも減ってきた。また，次第

にホームヘルパーやケアマネジャーとも打ち解けてきた。Ｊ精神保健福祉士は，今

後母親の認知症が進んだときのことも考え，Ｈさんの主治医だけでなく，母親のケ

アマネジャーやホームヘルパー，デイサービスのスタッフや母親の主治医等と連携

を取りながら情報を共有することの必要性を感じた。（問題１１８）
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問題 １１６ この場面でのＪ精神保健福祉士の対応として，最も適切なものを１つ選

びなさい。

１ Ｈさんにパニック発作が起きる可能性があるため，妹に母親の対応をしてもらう

よう依頼する。

２ Ｈさんは気分が落ち込んでしまっているため，薬の調整について主治医に相談す

るよう提案する。

３ Ｈさんの母親がスムーズに受診できるよう，認知症専門の病院に連絡をした。

４ 家事の負担を減らすため，Ｈさんにホームヘルプサービスを導入する。

５ Ｈさんと母親との生活状況を確認するため，自宅を訪問する。

問題 １１７ この段階でのＪ精神保健福祉士の対応として，最も適切なものを１つ選

びなさい。

１ 母親の物忘れがひどくなったため，Ｈさんに成年後見制度について説明する。

２ 介護保険の申請をするため，母親の受診した病院に診断書を依頼する。

３ 母親の介護に費用がかかるため，母親とＨさんの収入について教えてもらう。

４ Ｈさんに，介護保険の大まかな仕組みについて説明する。

５ Ｈさんの不安を軽減させるため，家族会に参加することを勧める。

問題 １１８ Ｈさんや母親にかかわる支援者の連携について，適切なものを１つ選び

なさい。

１ 多職種で支援を行うため，指示系統は明確であることが望ましい。

２ 守秘義務の観点から，Ｈさんの生活状況を母親の支援者に伝えてはならない。

３ 各支援者間の支援関係を深める必要があるため，チームメンバーの変更は行わな

い。

４ Ｊ精神保健福祉士が中心となり，支援者会議等の調整を行うことが求められる。

５ Ｈさんが混乱しないように，母親について相談できる担当者を限定しておくこと

が必要である。
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精神保健福祉の理論と相談援助の展開

問題 １１９ 精神障害者支援の理念であるリカバリーに関する次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 利用者が生活の主体者として自己決定能力を高め，自己を主張し，生きていく力

を発揮していくことを支援することである。

２ 障害者が地域生活を送る上で抱えている複数の課題やニーズに対して，必要とさ

れる複数のサービスを効果的に結びつける支援方法のことである。

３ 障害がありながらも一人の生活者として生活ができる社会や環境を創造すること

である。

４ 病気の症状や障害が残存していたとしても自分の人生を主体的に生きられるよう

に目指すプロセスのことである。

５ ストレスのある状況下でも，その状況に耐える力や回復していく力といった，本

来人間がもっている逆境を乗り越える柔軟性や力のことである。

問題 １２０ 我が国の精神保健医療福祉の事項と人物に関する次の組合せのうち，正

しいものを１つ選びなさい。

１ Y問題 村松常雄

２ 社会事業婦の起用 浅賀ふさ

３ 宇都宮病院事件 寺谷隆子

４ ライシャワー事件 谷中輝雄

５ 精神病者慈善救治会 呉秀三
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問題 １２１ 障害者の定義及び法の対象に関する次の記述のうち，正しいものを２つ

選びなさい。

１ 「心神喪失者等医療観察法」における対象者とは，「心神喪失又は心神耗弱の状

態で違法行為を行い，不起訴処分となるか無罪等が確定した者」と定義されてい

る。

２ 発達障害者支援法における発達障害者とは，「発達障害がある者であって発達障

害及び社会的障壁により職業生活に相当の制限を受け，又は職業生活を営むことが

著しく困難な者」と定義されている。

３ 犯罪被害者等基本法における犯罪被害者等とは，「身体に対する暴力又はこれに

準ずる心身に有害な影響を及ぼす言動により害を被った者」と定義されている。

４ いじめ防止対策推進法における「いじめ」とは，「児童等に対して，当該児童等

が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が

行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるもの

を含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているも

の」と定義されている。

５ 難病の患者に対する医療等に関する法律における「難病」とは，「発病の機構が

明らかでなく，かつ，治療方法が確立していない希少な疾病であって，当該疾病に

かかることにより長期にわたり療養を必要とすることとなるもの」と定義されてい

る。

（注）「心神喪失者等医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行っ

た者の医療及び観察等に関する法律」のことである。
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問題 １２２ 精神科リハビリテーションの基本原則に関する次の記述のうち，正しい

ものを１つ選びなさい。

１ 精神疾患の症状の軽減を焦点とする。

２ 精神障害を抱える人の住居，教育，職業上のアウトカムを改善することを焦点と

する。

３ 本人の自立を重視し，依存を防いでいく。

４ 長期の薬物療法は必要としない。

５ 評価や介入には，当事者の観点を反映させない。

問題 １２３ Ｋさん（女性，３０歳）は，精神科病院を退院後，デイケアや訪問看護サー

ビスを利用しながら生活していたが，とても仲のよかったデイケアの友人が１か月

前にがんで亡くなったことにショックを受け，それがきっかけとなり自宅にひきこ

もりがちになっていた。Ｌ精神保健福祉士が訪問した時に，Ｋさんは亡くなった友

人の声が幻聴として聞こえることや自分も病気で死んでしまうのではないかという

不安が高まりうつ状態となっていた。

次の記述のうち，この時のＬ精神保健福祉士の対応として，最も適切なものを１

つ選びなさい。

１ 幻聴や不安などの症状に対して，すぐに主治医の診察を受けるように勧める。

２ 薬を飲んでいない可能性があるので，すぐにＫさんと一緒に服薬のチェックを行

う。

３ 気分転換のために，Ｋさんと一緒に買い物に出かけようと誘う。

４ うつ状態のＫさんが，これからどうすればよいか今後の解決策を考えるため，認

知行動療法を行う。

５ Ｋさんの喪失感や不安な思いをしっかりと受容し，亡くなった友人との思い出や

Ｋさんの気持ちをゆっくり聴く。
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問題 １２４ 次の記述のうち，息子のＭさんについて，発達障害者支援センターに初

めて相談に来たＡさん（４９歳，女性）のインテークにおける精神保健福祉士の応答

として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ Ａさんが「Ｍは難産で，未熟児だったこともあって甘やかしてきました。保育園

が遠くて送迎も大変でした。そういえば，お遊戯会の時は…」と，とめどなく話す

ので「ほお」「そうですか」と相づちを繰り返して時間も気にせず傾聴した。

２ ＡさんがＭさんについて「小さい時から上の子に比べて育てにくいと感じて…，

その…，あ，でもこんなこと…」と発言に戸惑いをみせたため，「どんなことでも

安心してお話しください」と応答した。

３ Ａさんが「Ｍはもうすぐ１８歳になるのに，母親である私がどれだけ心配している

か，ちっともわかっていません。正直言って憎らしく思う時もあります」と顔をし

かめたため，「そんなふうに言ってはいけませんよ」といさめた。

４ Ａさんが「実は私も人の気持ちを理解するのは苦手で，人付き合いも悪い人間で

す…。私の育て方が悪かったと義母に言われ続けてきました」と涙をこぼしたので，

「これからは適切に対応していきましょう」と励ました。

５ Ａさんが「夫は，『Ｍだって就職させればなんとかなる。知り合いに頼んでみる

よ』と言いますが，そんなにうまくいくとは思えなくて…」と話すので，「それは，

やってみなければわかりませんね」と笑顔を向けた。
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問題 １２５ 退院を１週間後に控えたＢさん（３０歳，男性，統合失調症）は，精神科

病院に勤務するＣ精神保健福祉士と面接をしていた。Ｂさんは退院後，通院先のデ

イケアと障害福祉サービスの居宅介護を利用しながらアパートでの単身生活を予定

している。ＢさんはＣ精神保健福祉士に「家族は遠方で頼れないし，１人で身の回

りのことをできるか不安。薬も飲み忘れたらどうしよう。ちゃんと単身生活を送れ

るか不安です」と話した。

次の記述のうち，Ｃ精神保健福祉士のストレングスモデルに基づいたかかわりと

して，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 「このような不安を相談できることも大切ですよ」と伝える。

２ 「家族を頼れないのは不安ですよね」と伝える。

３ 「身の回りのことは居宅介護の担当者にまかせましょう」と伝える。

４ 「薬を飲み忘れたら，すぐに病院に電話してください」と伝える。

５ 「不安が強い場合には，また入院できるように主治医と相談します」と伝える。

問題 １２６ 次のうち，薬物依存症への集団精神療法として，最も適切なものを１つ

選びなさい。

１ エンカウンターグループ

２ 心理劇（サイコドラマ）

３ スマープ（SMARPP）

４ 弁証法的行動療法（DBT）

５ 社会生活技能訓練（SST）
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問題 １２７ 包括型地域生活支援プログラム（ACT）に関する次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 軽度の精神障害をもつ人を対象に提供される。

２ マルチディシプリナリ・モデルに基づく「多職種チーム」により実施される。

３ 医療・保健・福祉・就労等の各プログラムを仲介していく。

４ 「地域生活訓練」（TCL）と呼ばれる試みから発展した。

５ ケアマネジメントとは異なるモデルである。

問題 １２８ ケアマネジメントの過程におけるモニタリングに関する次の記述のう

ち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 利用者の抱える問題を把握し，問題解決のための方法や社会資源の検討を行う段

階である。

２ 利用者や家族との面談等を通じて，心身機能の状態や生活環境の状況について情

報を収集し，ケアマネジメントの対象になるかどうかを確認する段階である。

３ 利用者のニーズを満たす社会資源と利用者を結びつけることである。

４ ケアマネジメント従事者とサービス提供者で行うことが望ましい。

５ 利用者の心身の状況や生活環境の変化がみられる場合は頻度を増やし，状況が安

定するに従って定期的に実施することが望ましい。
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問題 １２９ スーパービジョンの支持的機能に関する次の記述のうち，正しいものを

１つ選びなさい。

１ スーパーバイジーの実践における�藤や不安などの率直な語りをスーパーバイ

ザーが受け入れることなどを表し，バーンアウト（燃え尽き症候群）を防ぐことが

できる。

２ スーパーバイジーのニーズを直接的に満たすために，スーパーバイザーとスー

パーバイジーが１対１でスーパービジョンを行うことである。

３ 経験年数の近い者同士が互いの実践をもとに意見交換をすることで，ソーシャル

ワーカーとしての価値や知識，技術について検討できる。

４ スーパーバイジーの相談面接にスーパーバイザーが同席したり，スーパーバイ

ザーの相談面接にスーパーバイジーが同席し，「今ここで」起きていることを通し

てスーパービジョンを行うことである。

５ スーパーバイザーに共感的に受け止められる経験を重ね，スーパーバイジーが利

用者をよりよく受け止められるようになるプロセスのことである。

問題 １３０ ジェノグラムに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ クライエントと家族，周囲の人々，社会資源とのつながりを円や線を用いて表現

したものである。

２ ３世代以上の家族間の関係性を図式化したものである。

３ クライエントが属する小集団内の人間関係の構造を図式化したものである。

４ クライエントのライフイベントなどのトピックスを，時間軸に沿って記載するも

のである。

５ 家族の成員間の力関係や情緒的な結びつきを記号で図示し，単純化してとらえる

ものである。
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問題 １３１ Ｄさん（女性，５５歳）の弟（５０歳）は統合失調症で入退院を繰り返し現

在は自宅で療養している。Ｅ精神保健福祉士の勧めでＤさんは初めて家族教室に参

加することになり，弟がひきこもって他者と関わらず社会に出て行こうとしないな

どの問題点を話し続けていた。ファシリテーターのＥ精神保健福祉士は，Ｄさんに

対して「弟さんがひきこもっているのは，今の段階では外から多くの刺激を受ける

ことを避け，自分なりの対処でペースを守っているからではないでしょうか？」と

話した。

次のうち，Ｅ精神保健福祉士が用いた技法として，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ ジョイニング

２ リンケージ

３ リフレーミング

４ ダブルバインド

５ エンゲージメント
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１３２から問題１３４までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（４３歳，男性）は，Ｎ市で生活保護を受給しながらアパートで一人暮らし

をしていたが，生活のリズムが崩れたことをきっかけに，以前発症した統合失調症

が再燃し，近県に住むＦさんの母親の同意で入院に至った。しかし，入院中にア

パートの大家より「引き払ってほしい」と言われ，退院後の住まいを失い，入院か

ら２年が経過している。主治医は，「現在のＦさんの病状は安定しているので，住

まいが確保できれば退院できる」と判断しているものの，母親は入院前に暴力をふ

るわれた経験からＦさんへのかかわりを拒否している。

ある日，主治医よりＧ精神保健福祉士に連絡が入った。「Ｆさんが早く退院した

いと言っている。何より心配なのは退院後に生活のリズムが崩れることだから，グ

ループホームをＦさんに勧めた。相談に乗ってほしい」との依頼であった。Ｇ精神

保健福祉士は異動によりＦさんの担当になったばかりである。翌日になると，Ｆさ

んからＧ精神保健福祉士に面接希望があり，病棟で初めてＦさんと会うことになっ

た。（問題１３２）

Ｇ精神保健福祉士は，定期的に面接を重ね，入院前の生活状況や家族との関係な

どを聞き取った。また，Ｆさんの同意を得て，母親や福祉事務所からも情報を収集

し，退院に向けた課題を整理した。その結果，Ｆさんは，物を整理したり捨てるこ

とが苦手なこと，食事に執着がなく栄養を考えずに同じパンを買って食べていたこ

と，家にひきこもりがちで身近に相談相手がいなかったこと，母親はアパートの保

証人を拒否していることなどの課題が明らかになった。Ｇ精神保健福祉士はこれら

の課題についてＦさんと話し合う機会をもった。（問題１３３）

退院に向けた課題整理を通じて，Ｆさんは「グループホームは安心感がありそう

だが，見たことがないのでどのような部屋なのかイメージがつかないです。もとも

と一人暮らしをしていたので，アパートに住みたい気持ちもありますが，保証人の

問題もありますし…」と悩んでいた。Ｇ精神保健福祉士は，Ｆさんが退院後の住ま

いの選択についてより考えられるよう，関係機関との連携を検討した。（問題１３４）
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問題 １３２ 次の記述のうち，この時点におけるＧ精神保健福祉士の対応として，適

切なものを１つ選びなさい。

１ Ｆさんが早く退院できるよう，グループホームの利用手続きを説明する。

２ 母親にグループホームの手続きをしてもらえるように，Ｇ精神保健福祉士が母親

を説得することの了解をもらう。

３ Ｆさんの退院に向けた気持ちを伺いながら，退院後の意向や不安などを確認す

る。

４ Ｆさんの退院を後押しするため，Ｇ精神保健福祉士が考えた退院までの計画を提

案する。

５ 再入院をしないためにもゆっくりと時間をかけてリハビリテーションに取り組む

必要があることを説明する。

問題 １３３ 次の記述のうち，この時点におけるＧ精神保健福祉士の対応として，適

切なものを１つ選びなさい。

１ 退院に向けた課題を解決するには，病気の再燃を防ぐことが重要なため，服薬の

必要性を説明する。

２ 入院中に解決できない課題が多いため，救護施設への入所を提案する。

３ 退院に向けた課題はいろいろあるが，住まい探しが最優先であることを説明す

る。

４ さまざまな課題をＦさんと共有し，Ｆさんがそれらの課題をどのように理解して

いるのか確認する。

５ 退院後の生活を失敗しないためにも，課題はすべて入院中に解決する必要がある

ことを説明する。
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問題 １３４ 次のうち，Ｇ精神保健福祉士が連携を検討する関係機関とその専門職と

して，適切なものを１つ選びなさい。

１ 居宅介護支援事業所の介護支援専門員

２ 市町村社会福祉協議会の生活支援員

３ 居宅介護事業所のサービス提供責任者

４ 障害者就業・生活支援センターの生活支援担当者

５ 相談支援事業所の相談支援専門員

― 31 ―



（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１３５から問題１３７までについて答えなさい。

〔事 例〕

内科の外来看護師より「今からＨさんに会ってください。糖尿病と肝機能障害で

何度か入院歴がある５２歳の男性です。先生が，アルコール依存症だと思うから精神

科病院に入院を勧めたいとのことです」と医療福祉相談室に連絡があった。（問題

１３５）

Ｊ精神保健福祉士は，相談室にやってきたＨさんと面接した。Ｈさんは立ったま

ま「長年お世話になっていますけど，アルコール依存症だなんて冗談じゃないです

よ。営業やってるから酒はつきものですけど，それで精神病院なんてねえ，先生に

また注意されちゃったから控えめにしますけど…」とまくしたて，「早くに妻に死

なれて，苦労して育てた息子の大学受験もあるし忙しいんですよ。行けって言われ

たから来ましたけど，どうです？精神病じゃないでしょう？」と，Ｊ精神保健福祉

士に問いかけた。室内にはアルコール臭が漂っていた。（問題１３６）

その後，Ｈさんから以下のことを聞き出した。「１３年前に妻を乳がんで亡くし，

一人息子を妻の実家に預けて工務店の自営に明け暮れた。もともと酒好きだった

が，飲酒量が増えたのは妻を亡くしてからである。６年前に工務店は倒産し，取引

先の工場に営業として嘱託で雇ってもらい現在に至る。職場の健康診断をきっかけ

に肝機能障害で４年前から通院し始め，糖尿病もあると言われたのは一昨年のこ

と。自分の両親は他界した。妻の両親とも工務店が経営難になって借金を頼んだ時

に断られ，息子を引き取って以来付き合っていない。体調の悪さは年中感じるが，

息子を一人前にするまでは頑張らなくてはと思う。酒は唯一の楽しみでやめるつも

りはない」。

この場では，Ｈさんが精神科病院への受診をきっぱり拒否したため紹介には至ら

なかったが，家族状況や職場環境などを勘案し，精神保健福祉士として支援できる

ことがあるかもしれないと伝えて再び面接することを提案した。Ｈさんが「じゃ

あ，お願いしますよ」と賛同したため，２週間後の内科受診の後で会う約束をし

た。（問題１３７）

― 32 ―



問題 １３５ この段階でＪ精神保健福祉士がとるべき対応として，最も適切なものを

１つ選びなさい。

１ 院内の電子カルテでＨさんの病歴や生活歴をみて紹介先を決めると返答した。

２ 近隣の精神科へ電話し，内科の看護師から聞いた話を伝えて入院可能かどうか尋

ねた。

３ 相談は予約制のため，Ｈさんから電話を入れてもらうように伝言を頼んだ。

４ 家族の意向を確認する必要があるため，先にＨさんの家族から話を聞きたいと伝

えた。

５ Ｈさんから意向を確認し，必要な支援や紹介先を検討したいと返答した。

問題 １３６ Ｈさんの問いかけに対するＪ精神保健福祉士の応答として，最も適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 「それは私が決めることではありません。Ｈさんはどう思われますか」と，Ｈさ

んに自分で判断することを促した。

２ 「私も一緒に考えさせていただきたいので，詳しくお話を伺っていいですか」と，

Ｈさんに質問するための仕切り直しをした。

３ 「でも，お酒の匂いがしますね。病院に来るのに飲酒していらっしゃったのです

か」と，Ｈさんに飲酒問題の自覚を促した。

４ 「ところで，こちらの病院にはいつ頃からかかっていらっしゃいますか」と，話

をそらして，Ｈさんの問いかけに答えることを避けた。

５ 「先生が必要とおっしゃっているので，受診してみることをお勧めします」と，

Ｈさんが受診に前向きになるよう後押しした。
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問題 １３７ 次回の面接に向けたＪ精神保健福祉士の支援計画及び実行として，最も

適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｈさんにアルコール依存症の自覚をもたせるため，これから２週間の飲酒頻度と

飲酒量を記録してきてほしいと伝えた。

２ Ｈさんの生活課題を総合的に支援するために，地域援助事業者とのケア会議を開

催したいと伝えた。

３ 精神科治療の必要性を一緒に検討するため，お酒を控えるというＨさんの言葉を

まずは支持し，次回その成果や状況を詳しく聞きたいと伝えた。

４ アルコール依存症の自覚をもたせるため，専門書籍を貸出し，次回までに読み，

感想を聞かせてほしいと伝えた。

５ 精神科への入院に備えるため，息子の世話の手配を考えることを勧めた。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題３）

次の事例を読んで，問題１３８から問題１４０までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｐ市の社会福祉協議会に勤務するＫコミュニティソーシャルワーカー（精神保健

福祉士）のもとに，Ｌ民生委員が相談に訪れた。Ｌ民生委員の担当地域に暮らすＭ

さん（８０歳，女性，要介護２）は一人娘のＡさん（５０歳）と二人暮らしだが，家の

中がごみで散乱しており，近隣住民から苦情や心配の声も出たため，最近Ｌ民生委

員が保健センターに相談に行ったという。Ｍさんはもともと人付き合いのよい性格

であったが，最近はひきこもりがちであり，他市で一人暮らしをしていたＡさんが

Ｍさんと暮らしはじめてからは大声での言い争いが起こるなど，Ａさんの様子も気

にかかるとのことであった。

Ｋコミュニティソーシャルワーカーはアウトリーチによる課題把握が必要と考

え，Ｌ民生委員やＢ保健師とともにＭさんの家を訪問することになった。（問題１３８）

Ａさんの話では，Ａさん自身はうつ病により数か月前に退職して精神科クリニッ

クに通院中であり，高齢で何かと心配な母親Ｍさんの身の回りの世話がやっとで掃

除はなかなか手が回らないとのことであった。何度かごみの片付けを手伝いながら

話を伺うと，ＭさんはＡさんが５歳の時に夫の暴力が原因で離婚しており，一人親

家庭で育ったＡさんは育ててくれたＭさんの世話を自分一人で行いたいとのことで

あった。サービスを受けることに少し拒否的な様子のＡさんに配慮し，ある程度関

係性ができてからＫコミュニティソーシャルワーカーが介護サービスについて説明

を行った。Ａさんは介護サービスについてインターネットで情報を得ており，自身

がうつ病で疲れやすいことからサービスを受けることに興味をもっていた。しか

し，他人を家に入れることへの不安があると同時に，他人に母親の世話をしてもら

うことに罪悪感を覚えるとのことであった。（問題１３９）

Ｌ民生委員やＢ保健師の話では，Ｐ市にはほかにもＡさん親子のように多くの問

題を抱えるケースがあり，地域の課題と感じているとのことであった。Ｋコミュニ

ティソーシャルワーカーはさらに詳しく調べたうえで，ネットワークづくりによっ

てこの課題に取り組んでいくことを考えた。（問題１４０）
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問題 １３８ 次のうち，Ｋコミュニティソーシャルワーカーが課題発見のためのアウ

トリーチを行う際に必要なスキルとして，適切なものを１つ選びなさい。

１ 課題を発見してから速やかに情報収集のためのネットワークを形成するスキル

２ 何があってもクライエントの情報を他機関等に漏らさないスキル

３ 片付けなど具体的支援は行わず，クライエントのストレングスを高めるスキル

４ 面接等を通じて課題にともに取り組む存在としてクライエントに認めてもらえる

スキル

５ ほかの人を介さずに直接クライエントと関係性を築くスキル

問題 １３９ 次の記述のうち，この段階におけるＫコミュニティソーシャルワーカー

の対応として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ Ａさんに介護者の会への参加などを勧めて，介護仲間とつながるように図る。

２ 精神疾患を抱えているＡさんではＭさんの介護は困難であるため，Ｍさんの施設

入所を提案する。

３ ＡさんがＭさんについて介護サービスを受けることに両価的な気持ち（アンビバ

レンス）があることを受け止め，何がＡさん親子にとって生活の向上になるのかを

一緒に考える。

４ Ａさんが語らないＭさんに対する身体的暴力などの状況を，さらに詳しく地域住

民から情報収集する。

５ 精神疾患を抱えながらのＡさんの自立を当面の目標にして，就労支援サービスに

結びつける。
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問題 １４０ 次の記述のうち，Ｋコミュニティソーシャルワーカーが考えるネット

ワーク形成の方法として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 多くの人に参加してもらうため，目標は抽象的で網羅的な表現にする。

２ 現場でのネットワークを重視するため，職場の上司へのはたらきかけは行わな

い。

３ 対象を限定せず，多くの団体・機関等に参加を呼びかける。

４ 当事者であるＡさんが核となってネットワークづくりを進める。

５ 参加する人に負担をかけないため，核となるＫコミュニティソーシャルワーカー

が多くのことを自分でできるようにする。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題４）

次の事例を読んで，問題１４１から問題１４３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｃさん（２４歳，女性）は，就学前にアスペルガー症候群（当事）と診断された。

Ｃさんの両親は，Ｃさんが小学４年生の時に，母親とＣさんに対する実父からの暴

力が原因で離婚した。その後，Ｃさんが中学１年生の時に母親は再婚したが，義父

はＣさんの障害を理解できず，しつけと称してたびたび叩いていた。高校までは，

Ｃさんの真面目なところや素直なところを評価してくれる学級担任や数人の友人の

サポートにより無事に卒業できた。卒業後は，高校の先輩が就職している一般企業

に事務職として就職し，親元を離れて一人暮らしを始めた。学級担任は企業の採用

担当者に本人の高校での様子は伝えたものの，直属の上司は「気が利かない」「新

人なのに余計な一言が多い」「周囲の様子をうかがうことができない」という理由

でＣさんを厳しく指導した。就職後１か月が経った頃，Ｃさんは上司が怖くて出勤

できなくなり，そのまま退職した。同じ職場に勤務していた高校の先輩が，Ｃさん

を心配して学級担任に連絡した。学級担任は，Ｃさんを説得して発達障害者支援セ

ンターへ相談に行った。センターからの紹介で，ＣさんはＵ就労移行支援事業所を

利用することになった。Ｄ精神保健福祉士との初回面接の際，Ｃさんは「自分は一

生懸命やっているのにいつも怒られるばかりだ」と悲しい表情で話した。（問題１４１）

Ｕ就労移行支援事業所のＤ精神保健福祉士は，Ｃさんの承諾を取った上で，Ｃさ

んの家族状況を知るために母親に来所してもらった。母親は「夫もうつ病で治療中

のため，娘の世話まではできない。高校まで卒業したのだから１人でがんばってほ

しい。多少金銭的に支援する以外にかかわることはできない」と話した。（問題１４２）

Ｃさんは，前の職場でのことを大変つらく感じている。しかし，働きたいとは

思っており，次は障害のことを理解した上で雇用してくれる障害者枠での就労を考

えている。Ｃさんはパソコン業務が得意であり，そのスキルを活かして働きたいと

考え，情報処理に関する資格取得を希望している。（問題１４３）
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問題 １４１ 次の記述のうち，Ｄ精神保健福祉士のストレングス視点によるＣさんへ

の支援として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｃさんの勤務していた状況を一緒に検討し，なぜ継続が難しかったか問題因子を

抽出する。

２ Ｃさんのこれまでの生活状況を聞き，発達障害や暴力被害がありながらも相談で

きる教員や友人の存在があり，社会資源につながるなどＣさんが前を向いて歩を進

めている点を評価する。

３ Ｃさんの暴力被害を受けてきた生育歴などから，アスペルガー症候群のうえに二

次障害としてPTSDを発症している可能性を考え，仕事の前にまずは自分の過去を

ゆっくり振り返る面接を提案する。

４ 家庭・学校・職場におけるアスペルガー症候群への全般的理解が進んでいないこ

とから，Ｃさんと協働して理解を求める活動を考えていく。

５ １か月で出社拒否になり退職したＣさんの現在の暗い表情を受け，まず精神科医

療の受療を勧める。
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問題 １４２ 次の記述のうち，この時点でＤ精神保健福祉士がＣさんの母親に行った

支援として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 母親がアスペルガー症候群のことを理解できるように発達障害者支援センターへ

の相談を勧める。

２ 母親の金銭的支援はＣさんの就労意欲をそぐものになっていることを伝えて，イ

ネイブラーからおりることを指導する。

３ Ｃさんへのかかわり方を考えるために，家族心理教育プログラムに参加するよう

勧める。

４ Ｃさんが生活のやりくりに煩わされることなく仕事にチャレンジできるよう，実

家に住むことはできないか打診する。

５ 母親の事情や援助の限界を理解したことを伝え，その上で母親ができる支援を考

えていることを評価する。

問題 １４３ 次の記述のうち，Ｄ精神保健福祉士が作成する個別支援計画として，適

切なものを２つ選びなさい。

１ ハローワークに行き，求人票を見る。

２ 社会生活技能訓練（SST）に参加し，対人関係スキルの向上を目指す。

３ 就労生活のリズムをつけるため，Ｕ就労移行支援事業所が運営するカフェの接客

作業に週４日参加する。

４ 障害者就業・生活支援センターに利用登録する。

５ 情報処理に関する資格取得のため，職業能力開発校を見学する。
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精神保健福祉に関する制度とサービス

問題 １４４ 「精神保健福祉法」に規定されている精神障害者の定義に関する次の記

述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 「統合失調症，精神作用物質による急性中毒又はその依存症，知的障害，精神病

質その他の精神疾患を有する者」と定義されている。

２ 「精神障害があるため，長期にわたり，職業生活に相当の制限を受け，又は職業

生活を営むことが著しく困難な者」と定義されている。

３ 「障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受け

る状態にあるもの」と定義されている。

４ 「国民の精神的健康の保持及び増進に努めることによって，精神障害者の福祉の

増進及び国民の精神保健の向上を図ること」をする者と定義されている。

５ 「治療方法が確立していない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定めるもの

による障害の程度が厚生労働大臣が定める程度である者」と定義されている。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。

問題 １４５ 精神医療審査会に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 市町村に置かれている。

２ 委員は，精神障害者の医療に関し学識経験を有する者，法律に関し学識経験を有

する者の二者から構成される。

３ 精神科病院に入院中の者の行動を制限できる。

４ 退院請求や処遇改善請求の審査を行う。

５ 精神障害者保健福祉手帳の申請に対する判定業務を行う。
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問題 １４６ ２０１１年（平成２３年）の障害者基本法の改正に関する次の記述のうち，正

しいものを１つ選びなさい。

１ 市町村が，精神障害者を対象とした福祉サービスの窓口となった。

２ 都道府県及び市町村に対し，障害者計画の策定が義務づけられた。

３ １２月３日から１２月９日を障害者週間と定めた。

４ 社会的障壁が定義され，社会モデルの考え方が取り入れられた。

５ 障害を理由とした差別の禁止に関する規定が盛り込まれた。

問題 １４７ 精神障害者保健福祉手帳を所持していることで対象となる制度やサービ

スについて，正しいものを１つ選びなさい。

１ 障害基礎年金

２ 高額療養費制度

３ JR旅客運賃の割引

４ 特別障害給付金

５ 障害者の法定雇用率
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問題 １４８ 精神保健福祉センター及び保健所の役割に関する次の記述として，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉センターは，入院中の精神障害者への地域移行支援・地域定着支援

の個別給付化を担う。

２ 精神保健福祉センターは，自立支援医療（精神通院医療）の申請窓口としての役

割を担う。

３ 保健所は，自助グループの組織育成の役割を担う。

４ 保健所は，都道府県における精神保健福祉の技術的中核機関という役割を担う。

５ 保健所は，「障害者総合支援法」の障害福祉サービスの利用に関する相談を中心

に，精神保健福祉に関する基本的な相談を行う役割を担う。

（注） 「障害者総合支援法」は，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律」のことである。

問題 １４９ 更生保護制度を担う機関及び専門職に関する次の記述のうち，正しいも

のを１つ選びなさい。

１ 自立準備ホームは，行き場のない刑務所出所者等に宿泊場所を提供する施設であ

る。

２ 保護観察官は，保護観察所に配置されている地方公務員である。

３ 地域生活定着支援センターは，対象者を障害者に限定し，入所中から出所後に必

要な支援を継続的に行う。

４ 更生保護施設は，個別恩赦について中央更生保護審査会に上申することができ

る。

５ 就業支援センターは，自立更生促進センターにおける薬物事犯者に対する処遇の

充実を図る機関である。
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問題 １５０ 「医療観察法」に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 入院処遇は，地方裁判所での裁判官と精神保健審判員からなる合議体による審判

を経て決定される。

２ 入院処遇の継続は，６か月ごとに指定入院医療機関の管理者が入院継続の申立て

を行い，地方裁判所の審判を受ける。

３ 入院処遇の期間は，原則３年としている。

４ 通院処遇の期間は，原則１０年としている。

５ 通院処遇の期間は，対象者の転居は認められていない。

（注） 「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療

及び観察等に関する法律」のことである。

問題 １５１ 精神保健参与員の役割に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 地方公務員の特別職であり，審判においては地域精神保健の立場から参考意見を

述べる。

２ 審判において，対象者の要望に基づいて権利擁護の立場から意見を述べる。

３ 入院処遇において，対象者から処遇改善請求の申し出があった場合，その手続き

に関する説明を行う。

４ 通院処遇において，精神保健観察を担当する。

５ 通院処遇において，処遇実施計画を作成する。
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問題 １５２ Ｑ市の保健所の精神保健福祉相談員として勤務するＥ精神保健福祉士は，

日頃精神障害者の相談を受ける中で，精神障害者が利用する医療サービスや福祉

サービスに不満を感じていることに気がついた。そこで，Ｅ精神保健福祉士は，Ｑ

市にある医療機関や福祉サービス事業所に所属する精神保健福祉士の仲間と協力し

て，医療や福祉サービスに関する満足度を調べるアンケート調査を初めて実施する

ことにした。調査は，デイケアや福祉サービス事業所それぞれの機関に所属する精

神保健福祉士が，自分の所属する機関を利用する利用者に呼びかけて集まってもら

い，アンケートの趣旨を説明し，調査を実施した。調査を計画した時点で，Ｑ市に

ある医療機関や福祉サービス事業所を利用している精神障害者は約６００名であった

が，今回の調査に参加し回答をしたのは１５０名ほどであった。

次のうち，この調査で使われた社会調査の手法として，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 縦断調査

２ 留め置き調査

３ 集合調査
しっかい

４ 悉皆調査

５ パネル調査
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（精神保健福祉に関する制度とサービス・事例問題）

次の事例を読んで，問題１５３から問題１５５までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（５０代，男性）は，Ｖ県にて長男として出生した。父親はＦさんが小学生

時に他界している。高校一年生の頃，いじめにあったことが原因で中退し，自室に

ひきこもり，自宅に閉居しがちな状態に陥った。３０歳の頃，昼夜問わず怒声や奇声

を発するようになり，ある日突然大声で叫びながら家を飛び出した。すぐに母親が

１１０番通報し，Ｆさんは警察に保護されるが，「自分は明治天皇の生まれ変わりだか

ら自分を監視し付け狙う組織がいる」と幻覚妄想状態で自傷他害のおそれが著しい

と認められ，警察官の通報により精神保健指定医２名の診察の結果，統合失調症の

診断でW精神科病院にＶ県知事の命令に基づく入院となった。（問題１５３）

入院後，数日経ち入院時の症状が消失したため，医療保護入院に切り替え治療を

継続した。Ｆさんは主治医に「監視されることもなく体調は問題ないので家に帰り

たい」と話したが，母親はまたひきこもりの生活に戻ってしまうと心配していた。

その後も病態は安定していたが，母親の反対が強く，Ｆさんも母親を困らせたくな

いと思い，入院に同意して任意入院に変更され２０年余りが過ぎた。

年々Ｆさんの退院意欲が減退していくなか，母親が血管性認知症を患い介護老人

福祉施設へ入所となった。もともと，親類縁者とは疎遠であったことから，周囲に

頼る人がいなくなり，退院をあきらめるようになっていた。Ｆさんの現在の主治医

とＧ精神保健福祉士は，退院をあきらめてしまったＦさんの退院支援について検討

し，Ｆさんや看護師，その他の医療チームと保健所のＨ精神保健福祉相談員を交え

てケア会議を開催した。Ｆさんは会議の中で，「以前，精神保健福祉士の心理教育

プログラムでグループホームの説明を聞いたことがあったが，施設は気乗りしない

と思っていた。でも，一人暮らしにも不安がある」と意思が示された。（問題１５４）

このことを鑑みＨ精神保健福祉相談員よりＦさんが安心して地域で一人暮らしが

送れるように，「障害者総合支援法」の２０１６年（平成２８年）の改正で新設された，

地域生活を支援する新たなサービスなど支援計画の提案がなされ，Ｆさんの地域生

活支援について協議が行われた。（問題１５５）
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問題 １５３ 次のうち，Ｆさんの入院の決定について不服がある場合の審査請求先と

して，正しいものを１つ選びなさい。

１ 精神医療審査会

２ 地方精神保健福祉審議会

３ 厚生労働大臣

４ 都道府県知事

５ 精神科病院の管理者

問題 １５４ Ｇ精神保健福祉士の心理教育プログラムの中で説明したグループホーム

に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 特定障害者特別給付費として家賃補助の助成がある。

２ 入浴や排泄の介護は行わない。

３ サービス提供責任者が配置されている。

４ 障害支援区分１以上の障害者が対象である。

５ １つの本体住居に対するサテライト型住居の設置数の上限は設けられていない。
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問題 １５５ Ｆさんのケア会議において提案のあった「障害者総合支援法」に定める

新しいサービスに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 居宅で単身生活を送る障害者に対し，緊急時に必要な支援を行う。

２ 対象者には，共同生活援助（グループホーム）を利用していた障害者も含まれる。

３ 就業に伴う生活面の課題に対応できるように，家族や事業所等との連絡調整を行

う。

４ サービスの利用期間は１年間で更新は認められない。

５ 市町村の地域生活支援事業に位置づけられている。
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精神障害者の生活支援システム

問題 １５６ 精神障害者の現状に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 精神疾患による年間の外来患者では，統合失調症が最も多い。

２ 精神障害者保健福祉手帳所持者の住まいの状況は，一人暮らしが最も多い。

３ 精神障害者保健福祉手帳所持者の最も介助が必要な日常生活動作は，「自分の意

思を伝えること」である。

４ 民間企業に障害者雇用により新規で雇用された精神障害者は，知的障害者より少

ない。

５ 厚生労働省「平成２８年度衛生行政報告例」によると，精神障害者保健福祉手帳交

付台帳登載数は，３級が最も多い。

問題 １５７ 「統合的生活モデル」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 地域を基盤とした専門性，当事者性，素人性を統合した生活支援システムであ

る。

２ リカバリーを目標理念としたセルフヘルプとソーシャルサポートを統合した生活

支援システムである。

３ 非医療的な支援の枠組みとしてとらえた生活支援システムである。

４ 生活維持システムが機能できなくなったときに利用される生活支援システムであ

る。

５ 精神保健福祉士等の専門職には，地域全体をデザインしていく力が求められる。
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問題 １５８ 「障害者総合支援法」における自立生活援助に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 救護施設に入居している精神障害者も対象となる。

２ 共同生活援助から一人暮らしをした場合，その事業所が引き続き自立生活援助も

担当することになる。

３ 夜間や休日は電話対応を主として，訪問は行わない。

４ 疾病等のある家族と同居し，家族による支援が見込めない場合，実質一人暮らし

状態であっても自立生活援助は利用できない。

５ 原則として，メールでの対応は行わない。

（注） 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律」のことである。
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問題 １５９ Ｊさん（５０代，女性）は，２０代で統合失調症（当時は精神分裂病）を発

症し，入退院を繰り返した時期もあったがこの１０年間ほどは病状も安定している。

最近まで，Ｙ精神科病院への通院を継続しながら母親（８０代）と２人で自宅に暮ら

し，日中はＺ地域活動支援センター（指定特定相談支援事業所・指定一般相談支援

事業所併設）に通っていた。しかし，母親が急逝し，葬儀の前後には他県に暮らす

兄が来たものの，Ｊさん自身の希望で，その後自宅で一人暮らしをしている。Ｊさ

んは，母親の葬式から約２週間後にＺ地域活動支援センターに来所したが憔悴し，

食事や整容にも気を配ることができていない様子であった。Ｚ地域活動支援セン

ターのＫ精神保健福祉士が声をかけると，Ｊさんは「急に一人暮らしになったの

で，何をしてよいかわからない。夜になると不安でよく眠れない」と話した。

次のうち，Ｋ精神保健福祉士が検討するＪさんへの支援として，適切なものを２

つ選びなさい。

１ Ｙ精神科病院への入院支援

２ Ｊさん自身も含めたケア会議の開催

３ 精神科救急情報センターへの連絡

４ グループホームへの入居支援

５ 地域定着支援の利用支援

問題 １６０ 市町村の相談業務に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 基幹相談支援センターの設置は，市町村の義務である。

２ 指定一般相談支援事業者の指定は，市町村長が行う。

３ 成年後見制度利用支援事業は，市町村地域生活支援事業の１つである。

４ 自立支援医療（精神通院医療）の支給認定は，市町村が行う。

５ 市町村で実施する「障害者の一般的な相談支援」に対応する精神保健福祉相談員

を置かなければならない。
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（精神障害者の生活支援システム・事例問題）

次の事例を読んで，問題１６１から問題１６３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｌさん（男性，２６歳）は，大学卒業後に簿記２級の資格を活かし，事務職として

不動産会社に就職した。入社半年で本来業務と併せて顧客対応も担うことになり，

長時間の残業が続いた。Ｌさんは，長時間の残業が長期化していき，徐々に休みが

ちとなっていった。ある日，Ｌさんは家族に会社へ出勤できなくなる前から不眠が

あったことや，仕事中に自分のミスを指摘する声が絶えず聴こえていたと伝えた。

さらに，体重減少や憔悴した様子がみられたため，Ｌさんは家族の勧めで精神科に

受診したところ，統合失調症と診断され，入院を勧められた。

Ｌさんは，３か月の入院中にもう同じ会社に戻りたくないと退職を決意した。し

かし，仕事はしたい気持ちがあるので，体調のことを考え，Ｕ就労移行支援事業所

（以下，「Ｕ事業所」という。）に通うこととした。ＬさんはＵ事業所だけでなく，

Ｖ機関を利用することとした。Ｖ機関では職場実習を体験し，Ｕ事業所終了後はＶ

機関で就労だけでなく，生活面の相談をしながら就職を目指した。（問題１６１）

Ｌさんは，Ｕ事業所で「負担があるときは相談すること」「疲れたら休むこと」

など病気と付き合いながら働くことを学んだ。Ｖ機関を利用しながらハローワーク

で仕事を探し，従業員数１３０名で障害者雇用の実績のないＷ印刷会社の経理・事務

業務に障害者雇用第一号として働くこととなった。Ｌさんは，１年更新の嘱託契約

で週２５時間の就業時間で採用された。（問題１６２）

就職後，Ｌさんは雑務のような仕事が多く，自分の資格が活かされていないと

思っていたが，胸の内に留めておいた。入社４か月後には，「経理事務に関する新

しいパソコンソフト導入に従い研修を実施するが，障害者雇用であるＬさんは参加

の必要がない」と告げられた。Ｌさんは障害者だから不当な対応をされているので

はないかと不安になり，Ｖ機関のＭ精神保健福祉士に相談した。そこで，Ｍ精神保

健福祉士はＬさんの意向を踏まえ，事業主への対応を検討することとした。（問題

１６３）
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問題 １６１ 次のうち，Ｌさんが利用したＶ機関として，適切なものを１つ選びなさ

い。

１ 障害者就業・生活支援センター

２ 就労継続支援Ａ型事業所

３ 地域障害者職業センター

４ 自立訓練（生活訓練）事業所

５ 就労定着支援事業所

問題 １６２ 次のうち，「障害者雇用促進法」における事業主に対する措置で，W印刷

会社に適用されるものとして正しいものを１つ選びなさい。

１ 特定求職者雇用開発助成金（障害者初回雇用コース）

２ 障害者雇用調整金

３ 障害者雇用安定助成金（障害者職場適応援助コース）

４ 障害者雇用納付金

５ トライアル雇用助成金（障害者短時間トライアルコース）

（注） 「障害者雇用促進法」とは，「障害者の雇用の促進等に関する法律」のことで

ある。

― 53 ―



問題 １６３ 次のうち，Ｍ精神保健福祉士が行う事業主への対応について，その根拠

となる法制度として，適切なものを２つ選びなさい。

１ 生活困窮者自立支援法

２ 「障害者虐待防止法」

３ 「障害者差別解消法」

４ 「障害者総合支援法」

５ 「障害者雇用促進法」

（注）１ 「障害者虐待防止法」とは，「障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する

支援等に関する法律」のことである。

２ 「障害者差別解消法」とは，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律」のことである。
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